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主な内容
長浜町消防出初式
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インフォメ ション

年金コーナ

維新の港ながはま①

春の交通安全運動

ルポ ー文芸

一歳です

戸籍ほか

出海金毘羅社 の立石は、 35cm角、高さ70-80cm程度の大きさで、境内

に続く石段を挟んで、 4か所に対になって立っており、それぞ、れの面には

俳句が彫られています。燈篭や狛犬等にも俳句が彫られていて、他に例

を見ないものです。

俳句は、文化 文政時代の伊予有数の俳人、 二宮歌遊、 二宮波同らによっ

て作られたもので、 24句 確認できます。

登り口左の立石には蔦人一歩講、右には奉再建とあります。蔦人一歩

講とは、神詣での講でしょう 。金毘羅信仰 の盛んな時代であり、「一歩

ずつ掛け金を掛 け て い れ ば 讃 岐 の 金 毘 羅 参りができる 。」これが高じて

地元の金毘羅信仰 となり、それが具体 化 して立石俳句、鳥居、 狛犬、燈

寵等になったの で あ ろ う と 思 わ れ ま す。金見羅信仰 と立石俳句という 他

に 例を見ない大変貴重なものです。

-1-



園

圏

園

〈

園

j

d

i

p

自
国
富

E
E
J
f
園
圏

J

住
鴎
の
生
論
と
安
全
を
守
る
瀧
陽
園
田
異
ガ
集
結

園

中学校体育館で、

や関係:者ら約 360

平成 13年長浜町消

ましfこ口
りグラウンド状態が

内での開催となっ

されていた服装点検

ポンプ01~制去、づ、 F誌

な どは 行わ れま せん

活 動 に 功 績 の あ っ た

方や永年にわたり消防団員として活

躍されている方々の表彰に引き続き、

町長式辞 や 各 来 賓 に よ る 祝 辞 が 述 べ

られま した。また、同団長から「一

致団結して住民の生命・財産をあら

ゆる災害から守って・ー」との訓示が

述べられ、式は滞りなく終了しまし

た口

なお、被表彰者の皆さんは次のと

おりです。(敬称略)
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溝事
-21世紀じおける国民鮭曝づくり運動~

LsE;詩的望日
BMI=体重(kg)-7-[身長(m)J2 

OBMI二 22のときが最も病気になりにく

いといわれています。

震ず眼目題調予防の食生溝fJもら
「ベルトのプミが 1つ増えると寿命が 1年縮ま之)Jと J='ま

われるように、肥満二は様々な病気へとつながります。

。自分の適正体重を知り、体重コントロールを実践しましょう 1

あなたは自分の適正体重を知っていますか?

※適正体重の求め方 《

適正体重=:[身畏(m)J- 22 

禽朝食警銀重量事署長んを
i議場ムE霊堂ラ i

く健康自本21の目標値〉

黄体重:3:タト担-I~菅
事駿事各人警曜富島之宣告室長葬ろ!

く{建顧問本21の目標{高〉

※半FY:9イ|三国民栄養調査

現状※ 2010{1": 

中学・高校生 6.0% 0% 

男性 (20代) 32.9% 15%以ド

男性 (30代) 20.5% 15%以下」

現状以 2010{f 

男性 62.6 90%以ト

女性 80.1 % 90%以上

※平成10年間以栄養調芥

《理懇話警察卓》

〈 物など〉

大豆製品など I~
付け合わせ

主菜

「円一一一叩
u 

コント昌一-/J;のポイント鉢1

主食

。小置中国高校生

①おやつはスナック菓子やレユース{副主え、牛
乳や乳製品に。

②食事量と運動量の1¥号ンスの崩れから〈る肥
満に注意。

O若年齢層
①朝食の欠食や、外食による栄養パラン文の偏

り(脂肪分、塩分の掠取過剰)(胡E満のもと。
②食事時間に注意し、夜遅くの食事{ま軽めに。
⑧お花見の時期です。暴歓暴食に気を付けて。

あ
な
た
は
今
日
何
を

食
べ
ま
し
た
か
っ

上
の
図
に
当
玄
は
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

。高年齢層
①胃腸の消化力め低下や入れ歯など{こよる体調

の変化{立、食事量の減少(常養不足)(こつな
がり撃す。体重滞告が極端な方!率、 1自の食
事を数回{こ分けて。

②太りぎみの方iま食事内審!と気を付けて。
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害瞬詑控箆恕援護弘顎臨拙蝿部臨話器包鴨鰯期

主平成 13年E重役場の
ミ 支払(譲込)昌

平 成13年度長浜町役場の定例

支払日(預貯金口座振込)が、

次の日程となりました。請求書

は、納品と同時に 提 出 す る よ う

にしてくださし、 O

なお、請求書 には、課名等を

書いて必ず押印を忘れないよう

にしてください。

平成13年度役場の支払(指込)自

月 日リ
第 1田支払 第 2田支払

支払(振込)日 支払(振込)日

平成13年4月 13日(金) 27日(金)

5月 16日(水) 28日(月)

6月 13日(水) 27日(水)

7月 13日(金) 27日(金)

8月 10日(金) 28日(火)

9月 13日(木) 27日(木)

10月 15日(月) 29日(月)

11月 13日(火) 27日(火)

12月 13日(木) 27日(木)

平成14年1月 16日(水) 29日(火)

2月 13日(水) 27日(水)

3月 13日(水) 27日(水)

4月 15日(月) 26日(金)

5月 16日(木) 28日(火)

新刊精報です!
~長浜町立図書館~:

書名 著者

。仁淀川 宮尾登美子

。ひざの痛みがとれる

松本秀男

O通園通学グッズ 寺西恵里子

。草原のパッチワークバッグ

子守川欣美琴

O心 叶麗子

。今日をありがとう 曽野綾子
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京越街路弘繍蹴蹴蝿1謹蹴蹴鎚拙錦織繍溜

3郵便患で盆度要善。郵送
議 ずーと';<?EJ害厳L~す

住民票郵送サービスは、郵便

を利用して住民票等の交付請求

ができるサービスです。長浜町

内の郵便 局 に お い て も 、 平 成13

年 4月 1Uから実施できること

になりました。

これは、お近くの郵便局に備

え付けの申請用紙に必要事項を

記入し、 郵 送 料 及 び 交 付 手 数 料

相当の定額小為替と返信用封筒

を同封して郵送すれば、役場で

確認のうえ 、 住 民 票 等 の 写 し を

発行し、申請者の自宅へ郵送さ

れてくるものです。

この郵送サービスは、外務職

員も取り扱いをしていますので、

i宝庫:なくお申し出くださし」

なお、お取り扱いできる証明

書類は次のとおりです。

01':主畏票の写しO戸籍謄本軍抄

本O年金受給権者の現況届証明

。住民票記載事項証明

轟
官栂甑監護盤聖観箆盟議題踏襲翠盤醜臨窓溶融醜

室長浜町高品券のさ当選番

重号が決ま号ました

3月 4日、ふれあい会館で、

長 浜 町 商 品 券 の 公 開 抽 選 会が行

わ れ 、 次 の と お り 当 選 番 号が決

まりまし犬ごc

対象関品券

関0.105，001，_， 124，000 

[ 1等](1万門分商品券)

下 5桁 17222
17644 
1 721 3 
07294 
08515 

[2等](2千円分商品券)

下3桁 564
183 

[3等](千円分商品券)

下2桁 87

E交換期限]平成13年 5月31日

(木)まで

E交 換 場 所1長浜町商工会ほか

Eお問い合わせ1長浜町商工会

(器52-0312園(有)3283) まで

(週

まで。
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の葡弱電同局缶詰雑入骨
て締めミEE翼民年金め保険料をあらかじめまと

をご存じで、すか?

同民年金の保険叫は、男女・年齢・収入にかかわらず一律ですが、「前納」すると保険料が割

引になります。割引額は、年 4.0%の複利現価法により計算され、 l年前納の;場合2，830円にな

り、現在の低金利時代では“お得な円制度ですつ

また、「前車内」は、毎月納める千聞が省け、納め忘れも防げる“便利な"制度です~

1年前納(平成13年4月~平成14年3月)した場合 毎月納付の場合

定額保険料 156，770円 159β00円

定額保険料十付加保険料 1 61 ，480円 164，400円
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民
年
金
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岩
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作

〕

議

樹

勢

制

一

一

河

口

に

か

か

る

杭

(

久

保

誠

欝

士

士

山

上

老

松

)

朝

の

陽

刊

号

盟

主

一

光

(

河

野

由

敬

宇

和

町

)

ゅ

翠

樹

脂

↑

一

初

冬

朝

景

(

相

原

利

雄

・

輸

離

…

一

一

麟

一

一

松

山

市

)

寒

い

朝

(

井

上

義

一

三

一

一

推

次

・

北

条

市

)

朝

存

湧

ぷ

J
臨

機

直

一

一
く
肱
川
(
藤
原
弘
一
一

-
A
7

欝

麟

盛

一

「
l

i

-

-

n

R

i

l

-

-

!

i

l

L
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rル霧炉設グぐ

t~i 
1r 
d、

今
月
日
か
ら
、
明
治
維
新
の
と
き
長
浜
港
に
展

開
さ
れ
た
、
坂
本
龍
馬
の
波
澗
万
丈
の
物
語
を

十
二
回
に
分
け
て
連
載
し
ま
す
。

域
本
龍
罵
醜
一
藩

事
永
六
年
(
一
八
五
三
年
)
六
月
、

ペ
リ

i
咋
い
る
四
隻
の
出
船
(
来
丸
船
)

が
浦
賀
湾
に
現
れ
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領

の
国
書
を
提
出
し
て
開
聞
を
迫
っ
た
心

一
百
年
あ
ま
り
鎖
国
政
策
を
と
っ
て
い

た
日
本
は
出
え
上
が
っ
た
。

幕
府
は
新
し
い
時
代
に
対
寸
る
明
確

な
施
策
も
な
く
、
改
革
派
の
浪
士
・
学

者
ら
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
た
c

や
が
て

は
、
弾
圧
者
の
井
伊
大
者
も
、
江
戸
城

桜
田
門
の
雪
の
上
に
暗
殺
さ
れ
る
。
恨

の
中
は
駈
然
と
し
て
い
た
。

そ
の
頃
、
土
佐
の
式
市
瑞
山
は
藩
の

改
本
を
画
策
し
、
七
佐
勤

ι党
を
結
成

し
た
。
そ
の
中
に
坂
本
語
馬
の
名
前
が

あ
っ
た
。

高
知
城
下
の
下
級
武
士
、
郷
土
の
家

培、

j主

<2T司

に
生
ま
れ
た
龍
馬
は
、
十
九
歳
の
時
江

戸
へ
剣
術
修
業
に
行
き
、
黒
船
騒
動
を

目
の
当
た
り
に
し
、
国
の
危
慌
を
そ
の

肌
で
感
じ
と
っ
て
い
た
。

自
九
の
使
命
を
自
覚
し
た
龍
山
は
、

が
ん
め
い
こ
ろ
う

項
迷
固
随
な
杭
私
派
が
支
日
ゆ
す
る
土
仏

の
体
質
に
あ
き
た
ら
な
か
っ
た
c

そ
し

て
決
然
と
し
て
国
を
捨
て
た

J

「
脱
藩
」

で
あ
る
の

目
析
す
は
勤
王
派
の
雄
藩
長
州
l

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
過
酷
な
道
と
、

献
し
い
番
所
の
目
が
あ
っ
た
c

龍
馬
は

西
へ
、
伊
子
の
大
洲
を
目
指
し
た
。
そ

の
大
刈
詐
随
一
の
沿
長
浜
に
崎
、
脱
藩

志
士
を
援
助
す
る
勤
汗
商
人
、
冨
塵
金

兵
衛
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

.れいにめ たらにカ、そそ「けか せららなけん で る な い か で
:てるしカごい o 'l) なつう Lヨ>¥"ららしまないにたではすかかでよ d手一声;
;宇とて:さま はれたいうつれ、ばせくいをいしじっどっしく伎ね;
か、い刊で なてでわ o しまはらんてのはなだめ う た た な にん;

l Zえ手ぉ q Iき七号 ょ日なくで、かな雪;片 手会 42Zt ! 
なな。玄こ う、あ、 に へ し Lklまわしおぶ lま しちながとに 1
あと い ぷお にわそわ あ かて Cなかたもんな んとじなき
と と っ 品、りなたんた っかしぱな lまあ、つ!
おもし主お っしでし圃臨遡町麟羅韓間持参F曹翻町唾議書圃たらも いかいとみて l
も だ よ ょに てのいは鱒韓親厚誼Z靖国曲繍隣県醤豊富けはで だよく 、ん
百九 に 己や き Lまるう|平 鰍ー戸時咽機関れなき つくししなは;
すにししか まううれr-守、町、 Iととしま たでよんとじ:
。なでよご しかちし IなかよしJ I 、かせ の き で ぱ なめ j

まあいえのかうじう ; 
ー っ し り な て れ を し め も

小学 1年生 i た が あ く る お た は い ま i
ーパ|。ととれよしらのつは E

( 12年度人権作文集より) うおたうえのれし ! 
一一一←一一一一ー ともとにてれな上 -i

いいもなもるかにり
うまだりらょっしん;
きしちまつうたて事
もたはしてにけいの;
ち ν 、た、なれまれ
に予ゃ。すれどすん:
な与さおこる、。 L:
り一、 L L しのどは ほt : 

と
も
だ
ち
が
わ

た
し
に
し
て
く
れ

た
よ
う
に
、
わ
た

し
も
と
も
だ
ち
に

や
さ
し
く
し
た
い

で
す
。

~6~ 



尋問む~脅塁塁嗣

品
事

畠
動
車
乗
車
中
内

死
者
の
約
六
割
が
同

レ
i
ト
ベ
ル
ト
制

非

着

用

村

チ

ャ

f
ル
ド
シ
l
ト
は
し
っ
か

り
取
り
付
け
て
い
ま
す
が
、
子

自

動

車

乗

車

中

の

死

者

の

母

，

按
ど
も
を
乗
せ
る
と
泣
い
て
う
る
さ
い
の

う
ち
約
六
割
が
シ

1
ト
ベ
刊
で
、
泣
き
や
む
ま
で
抱
い
て
搾
っ
て
い

レ
ト
を
し
て

ρ
な
か
り
だ
人
ト

ア
、

L

7

1

j

ノ
寸
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
?

で
す
。
運
転
席
や
助
子
席
は

.
1
¥
ノ
バ
LJ
泣
い
て
も
い
や
が
っ
て
も
義
務

も
ち
ろ
ん
、
後
部
座
席
に
乗
ぃ
・
瓦
ur
一

EpfJ
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
。
だ
っ
こ

る
と
き
も
シ

I
ト
ベ
レ
、
ま

q

J

j

l

容
は
大
変
危
険
で
す
。
子
ど
も
が
気
に
入
つ

忘
L
ず

A

ち

づ
L

舎
で
い
る
ぬ
い
ぐ
る
み
を
持
た
壮
一
る
な
ど
、

国

?

要

一

-

Z

ョ
、
ぺ
一
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
、
習
慣
づ
け

唱
え
岡
田

h

h

t

E

L

d

-

伸

也

ぐ

う

と

。

な

品

川
a

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

内

リ

深

よ

ツ

む

が

場

関

側

、

ぐ

チ

込

み

悌

出
品
市
潤
に
巻
力
し
る

N
W
-
ρ
h
L
d

い

ず

を

、

差

た

告

~
l
d汗
U
Jノフ

し

さ

盤

。

は

に

や

二

劇

論

ヰ

ι六吋
F

中
止
倒
骨
る
具
畏
れ
斗
一
一
鞠

1
4
d
竃
ご
』
，
酢

的
を
、
め
金
確
じ
。
事
「
轟
恥
松
高
議
一
』
/
ご
一
ぺ
げ
!

ト

背

は

締

の

で

ね

る

争

γμ
戸
γ『

hU1jjt/

同
仰
の

o

ト
り
ん
ま
の
オ

;
pヴ
ペ
一
苛
認
識
も

ベ

ト

る

ル

か

ク

る

ト

誌

事

(

(

一

昭

一

高

宝

ト
一
け
ベ
つ
ツ
す
ル
確
普

f
怜
県
内
発
ノ
下

回
シ
掛
腰
し
パ
が
べ
か
場

V
g
j山
川
L
A
V
U

シ

①

②

③

④

帯

、

F
J
j
1
1

検事bmR 問
調
盟
子
ど
も
が
突
然
け
が
を
し
た
り

以
撃
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
、

村
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

I
ト
が
付
い
て
い
な
い

川
牢
で
、
病
院
へ
連
れ
て
行
っ
て
は
い
け

梯
な
い
の
で
し
ょ
う
か
つ

手
智

副
作
配

p
y
jト

& 

事心

バ
LJ
医
↑
療
関
関
な
ど
へ
「
緊
急
に
搬

fυ
ぜ
…
直
す
る
必
要
が
あ
る
」
場
合
は
、

も
ち
ろ
ん
免
除
さ
れ
ま
す
。

長CA)瞳習
さ~ ----

れが負ご子
ま二T~ 1あぴ〉とと
す適やよも
。当障うが
まな害な骨
た場 if'場折
、 合 あ 合 し

子はるはて
と? 、犬ごっ しミ

も義め ま
が務着 す
著が用

し
い
肥
満
な
ど
、
身
体
の
状
態
に
よ
り
付
。

一
止
し
く
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

を

吉

川

で

市

-

つ

き
な
い
場
合
も
同
じ
で
す
。

M

S

麗

レ

ン

タ

カ

ー

を

借

り

弱

ま

れ

ば

即

日
甑
肱
乗
せ
る
と
き
に
も
、
チ
ャ
イ
ル
事
靖
錨

ド
シ

1
ト
は
必
要
な
の
で
す
か
っ

-

g

細

心

レ

、

J

タ

カ

ー

や

知

人

の

雪

忠

弘

同

1

i

i

j

 

Q
之

助

ん

け

で

も

、

幼

児

を

自

助

長

滞

在
乗
車
さ
せ
る
と
き
は
、
チ
ヤ
イ
ル
リ
特
定

ド
シ

1
ト
を
使
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
引
骨
髄
嘩
樺

せ
ん
)
レ
ン
タ
カ
ー
主
に
よ
っ
て
は
、
れ
が
藍

チ
ヤ
イ
ル
ド
ン
l
ト
を
準
備
し
て
い
る
同
事
郡

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
予
約
の
捺
に
確
約
イ
鰭

認

し

て

み

て

く

だ

さ

い

こ

一

1
9く

直

定

員

五

人

の

車

に

幼

周

三

人

と

れ

窃

べ

盟

大

人

人

が

乗

る

。

こ

ん

な

ふ

合

審

き
幼
児
全
員
に
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

1
4
4
9態

使
わ
存
在
い
け
な
い
の
で
す
か
7

付
記

UJ車
両
の
大
き
さ
や
出
席
の
形
、
同
一
関

aチ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト

の

事

及

率

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
が
、
叶
桔
な
限
付
基
一

り
の
数
を
取
り
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
嶋
一
時

だ
さ
い
。
車
種
や

t
i
c
-
ム
ト

の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
後
部
出
席
に
三

4

一

個
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
同
定
で
き
一
U
L
V

る

も

で

あ

り

ま

す

。

同

日

ゃ

い

a思

F

・a関閣
内
ずャ

村
議
E

学童用シート

(4歳くらい~

10歳くらい)

幼児用シート

( 1歳くらい~

4歳くらい)

乳幼児シート

( 1歳くらいまで)

7-



植
田
報
交
換
と
交
流
を

ー
県
体
育
指
導
委
員
交
流
大
会

1

一
一
月
二
十
五
日
、
町
内
で
愛
援
県
体

育
指
導
委
員
協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大

会
(
南
予
地
以
己
が
開
催
さ
れ
、
圏
域

の
体
育
指
導
委
員
三
十
三
一
人
が
参
加
し

た。
体
育
指
導
委
員
聞
の
情
報
交
換
と
親

睦
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
。

当
日
は
、
日
本
の
大
学
受
験
を
目
指
す

中
国
人
女
性
四
人
も
飛
び
入
り
参
加
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

参
加
者
ら
は
、
午
前
中
は
あ
ら
し
展

望
公
闘
を
往
復
す
る
ウ
ォ

I
ク
ラ
リ
I
、

午
後
は
長
浜
高
校
体
育
館
で
の
レ
ク
パ

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を

ー
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
祭
り

1

レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、

お
互
い
の
交
流
を
凶
つ
で

し
た
。

参加者が真剣に耳を傾けていた人権バンド

一
一
月
三
十
五
日
、
櫛
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
櫛
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

人
権
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
作
品
展
示
や
、

地
元
団
体
に
よ
る
バ
ザ
l
、
人
権
バ
ン

ド
、
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か

ら
の
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
目
指
し

て
実
施
さ
れ
た
こ
の
祭
り
。
午
前
中
、

野
村
町
か
ら
迎
え
た
繁
桝
義
一
氏
、
土

居
昌
二
氏
に
よ
る
人
権
バ
ン
ド
の
演
奏

で
は
、
歌
を
通
し
て
「
個
性
・
命
・
平

等
の
大
切
さ
」
が
訴
え
ら
れ
た
。

あらし展望公園を目指し出発する参加者

午
後
か
ら
は
、
前
櫛
生
小
学
校
同
和

教
育
主
任
の
上
満
徹
先
生
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
、
聴
講
者
ら
は
「
人
と
人
と

六
年
生
あ
り
が
と
う

ー
長
浜
小
児
童
会
餅
っ
き
集
会
1

二
一
月
一
日
、
長
浜
小
学
校
体
育
館
で

児
童
会
餅
っ
き
集
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
卒
業
を
控
え
た
六
年
生
に

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
毎
年
児
童

会
が
自
ら
計
画
、
実
施
し
て
い
る
も
の
。

保
護
者
へ
の
案
内
手
紙
も
子
ど
も
た

百

点

フ

ち

が

書

き

、

餅

一I
，

d

米
は
昨
年
十
二

費

支

月

の

バ

ザ

l
集

可

説

会

で

得

た

収

入

基

d
一
を
充
て
た
り
、

.

地

域

の

寄

付

で

シ

ー

サ

イ

ド

を

護

審

議

議

露

関

ウ
ォ

i
キ

ン

グ

二

基

一

ー
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

1
ク

:

し

「

|

し

な
の
は
な
大
会

1
鰍

H

出
海
短
歌
会
H

三
月
四
日
、
上
灘
j
長
浜
間
で
第
一
ム
搬
遠
山
に
未
だ
雪
残
れ
ど
や
わ
ら
か
き
陽

呂

田
し
お
か
ぜ
ウ
ォ

1
ク
な
の
は
な
大
会
蹴
の
さ
す
病
窓
に
鳥
の
影
す
ぐ

が

開

催

さ

れ

、

町

内

外

か

ら

約

二

百

五

側

当

兵

藤

都

十

人

が

参

加

し

た

。

糊

弟

の

去

ぬ

家

広

く

静

ま

れ

り

亡

き

人

並

'
w…
…
ぶ
額
の
、
つ
つ
し
ゑ

ン
白
叫

一

隅

平

見

朝

子

万
糊
春
雨
の
少
し
あ
が
り
て
朝
戸
出
の
瀬
戸

間
鰍
の
島
影
霧
に
霞
め
る

一

叩

恕

吉

田

都

豊

過

ぎ

て

大

輪

の

椿

た

'
し

吹

く

制

山

品

子

山

下

こ

、

に

見

る

新

大

加

聞

き

い

て

品参

田

蓉

の
出
会
い
、
つ
な
が
り
の
大
切
さ
」
な

ど
の
話
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

保
護
者
・
児
童
ら
約
二
百
六
十
人
が

そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
し
、
五
つ
の
臼
で

餅
を
つ
い
た
。
参
加
者
は
、
っ
き
た
て

の
併
を
あ
ん
餅
、
雑
煮
、
ぜ
ん
ざ
い
な

ど
に
し
て
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
お

い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
た
。

一生懸命餅をつく子どもたち

予
讃
線
(
海
岸
回
り
線
)
の
活
性
化

な
ど
を
目
的
に
J
R
四
国
が
実
施
し
た

こ
の
大
会
。
参
加
者
ら
は
、
冷
た
い
北

風
が
吹
く
中
、
午
前
九
時
に
ふ
た
み
シ
ー

サ
イ
ド
公
園
を
出
発
。
一
路
長
浜
を
目

指
し
た
。
途
中
の
し
お
さ
い
市
で
は
、

地
元
関
係
者
が
た
こ
飯
や
餅
つ
き
な
ど

で
お
も
て
な
し
。
ま
た
、
ゴ

1
ル
後
に

は
町
民
の
広
場
で
、
各
種
出
百
や
粟
津

祇
園
太
鼓
・
豊
年
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
も

行
わ
れ
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

8 
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配Y
白覗一組

問
町
政
発
足
記
念
日
の
二
月
今
一
十
日
、
県
熱
わ
住
民
に
功
漬
が
一
品
一
診

.

y

p
い慰

あ
っ
た
方
を
た
た
え
る
知
主
彰
式
が
松
山
市
で
間
保
さ
れ
、
時
俳
札
制

j
v

次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
っ
(
敬
称
略
)
一
切
輔
唱
和
比
一
耳

忍
静
止
E

一

教

育

文

化

分

野

一

弘

二

ー

も

』

田
淵
温
子
(
下
型
山
一
冗
県
私
立
学
校
審
議
会
及
百
)
臨
一
貫
謹

一

社

会

福

祉

分

野

一

部

和

圃

宇
都
宮
古
幸
一
、
豊
茂
県
民
生
厄
童
委
員
協
議
会
師
事
)
臨
画
畑

山

北

!

日

;

一

町

一

鍔

一

恒

一

れ

元

気

で

ど

ん

な

時

で

も

い

た

み

岡

川

端

配

当

宇

佐

忘

れ

ず

に

、

問

、

り

の

人

一

部

3

4

F

一
川
月
九
向
田
ま
で
も
笑
顔
に
さ
せ
る
よ
、
っ
一
間

F

一
点
一
一
品
仁
印
な
、
人
の
気
持
ち
の
分
か
る
一
輔口

町

一

摂

ん

い

引

素

直

で

優

し

い

子

に

な

っ

て

一

間

三

一

ウ

ー

や

坪

も

ら

い

た

い

で

す

。

一

語

、

ム

ハ

『

漁

い

F
2

成

一

一
U

J

v

w

i

言

司

平

父

け

散

し

と

き

ん

一

一

mMZ刷
出

母

H
ま

ゆ

み

さ

ん

一

;

一一引が
¥
K

，
訴
さ
に
う
明
、
ー
一
戸
日
…
一

一
白
川
崎
竜
い
Amuhfiv
示
?
万
一
晃

-
f
J
ろ
自
ハ
一
審
ぎ
ー
と
壌

一
パ
哲
司

J
E
覇

一

九

一

一
川
も
監

v~三、
JJJJγ
一時

一号

1
5
?とゆ

J

一耐

一
件
一
や
か
じ
ん

j
J
F
一

パ
市

J
i

/
山
田
刊
温
子
さ

¥
一
宇
都
宮
古
幸
さー

は
官
拒
県
知
事
表
彰
(
)

脅す
投稿司固咽Oいつもお世話になります。賢一間で寸。

毎年行われますコンポストと生ゴミ処理機の寸額助成ですが、

これらを助成することでどのくらし込こみが減ったのでしょう

か。また、最近の生ゴミ処1甲子ff生の購入の状況や利用百ーの反応

など全然情幸iえがありませ/ν 。以前は婦人会がお世話してま し

たが、今は誰7う宝飾入されたかもわカミらないのでなおさらです。

増え続けるゴミ。自分で処上甲できるものは処理したいし、命

あるものは最其IJま で見届け売いものです。よろしくお願いし

ますに

ご質問にお答えします(役場生活環境課)

生ごみ也理容器の補助はT)J見4年度から行っていますが、

平成13年 2月来現在で、 1，234基 (電気式、コンポストをあ

わせて)に補助金が出ています。

コンポストは一世帯で 2基購入されている方もありますの

で、約1，200肝帯の方が生ご、み処理を行って

いると推察されます。

長 川 町 か ら 環 境 セ ン タ ー に 持 ち 込 ま

れる 生 ご み は 1日 1人当たり約310g 

(平成12年度推計)です c 長浜町の J

山:帯あたりの人数辻、、|乙均すると約

2.7人℃ す の で 、 処 理 量 は310g X 
2.7人 X1，20011t帯 X365けとなり、

年 間で約367tのごみが減量され

ていゐことになります。

6 

4 vz 
U
H

櫛
生
小
学
校
リ
リ

桜
の
木
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
み
呑
を
待
つ

六

年

小

森

康

平

う
ぐ
い
す
と
い
っ
し
ょ
に
歌
、
ブ
平
ま
び

こ

さ

ん

六

年

一

昨

井

麻

美

強
い
風
間
い
た
菜
の
花
押
し
倒
す

六

年

内

海

佐

美

チ
斗

l
リ
ッ
プ
ト
七
個
の
芽
育
つ
か
な

六

年

日

中

J
f

与
治
郎

セ
キ
レ
イ
が
窓
ガ
ラ
ス
見
て
に
ら
め
っ

こ

六

年

出

中

太

報

菜
の
花
が
雨
風
負
け
ず
立
っ
て
い
る

六

年

大

山

彩

芥

北
風
が
白
波
た
て
て
ふ
き
あ
れ
る

六

年

直

田

健

マ
ラ
ソ
ン
で
汗
と
一
抗
で
い
い
気
持
ち

ム

ハ

午

村

上

智

恵

美

そう

J
路
内

観
同
ゐ

…一高

-9 



、 2001 4月15日"'5月14日

宅島、¥"(1);クルシダー
日 曜日 行事名 場所 時間

18 フk びん・缶収集日

金
平成13年度社会保険出張相談 長浜町商工会 9:00-11:00 

20 
有害ごみ収集日

24 火 不用犬回収 本庁・各連絡所 8:30-

27 ノ1ヘL 粗大ごみ収集日

29 日 カみどりの日

30 月 '(::(振替休日

5/2 フk びん・缶収集日

3 木 女憲法記念日

4 ノ1ヘz 
女国民の休日

古紙・紙パック収集日

5 土 女こどもの日

9 水
ベ ッ トボトル・発泡

スチロール収集日

10 木 平成13年度社会保険出張相談 長浜町商工会 10:00-15:30 

11 ノ1ヘz 燃やさないごみ収集日

13 日
生涯学習のまちづく

中央公民館 13:30-
り推進フォーラム

喝P
結

婚

2
月
届
出
分
(
敬
祢
略

イ主

戸斤

氏

---ーー一ー--、

下

須

戒

横

明

浜

町

小

内

下

須

戒

ド

ル

セ

ッ

ト

・

ス
テ
ィ
ブ
ン
・
エ
ド
ウ
ィ
ン

下

須

戒

嶋

詩

山

由慎

奥

イ主 2 お
所旦誕

百生
T分お
嵐長め
名称 で

川口 と

つ
11 

保
護
者
名

柴豊

日青2嘉 か
香ヵ延え

ー<+-r.:ぇ

渡 中
退田

四国の春は、 お遍路の鈴の音と共にやっ

てくる。 青草が芽 吹き、花が彩り始める四

国の野辺を行く お 遍 路 さ ん は 、 た し かに春

の風物詩である 。 しかし、お遍路さんには

特有の人生の哀感がつきまとう 。

四国遍路がいつ頃から始まったかは定か

でなし、。 88の札所が定まったのは江芦時代

の中期である 。 しかし 、 これ以前の院政期
こんじ伊〈

の「今昔物語集」 に 「今は昔、仏の道を行

い ける 僧が 3人を伴いて、 四国の辺地 とい

う、伊予 ・讃岐・阿波 ・土佐の海辺を回る」

とある 。 こうし た先人が踏み固めた修行の

道が、やがて遍路道となっていったのであ

る n

すでi;う ら い

遍路の所持した 「捨往来手形」には、「万

一 い ず れ の 地 で行き倒れて死ぬことがあっ
もと

ても、国許へは一切 ご 通 知 に は 及 び ま せ ん。
ほ うむ

お慈悲をもって、葬 ってやってください。J
と舎かれていた。 遍路道には、そう L広彼
らの墓が点在する 。 遍路の開祖は「衛門三

郎」という大悪人と聞く 。発心から修行へ、

菩提へ、 i浬繋へ通じる道を三 郎に歩ませた。

遍路は歩む旅とい う も の の 原 点 で は な か ろ

うか。 今 日も菜の花咲く道に遍路の鈴の音

が響く 。

時は 4月 。 桃 ・桜など百花が一斉に咲き

始 め、鳥たちはさえずり始める 。 春 の 盛 り

を 感 じ さ せ る 月でもある 。 その上、入学 ・

進級・新入社員と新しい人生の門出を迎え

て、 生気溢れる 4月でもある 。 太陽の臼ざ

しもうららかで、明るくのどかである 。 「古
きの ひきかた

今集 」 の 紀 友 則は 「久方のひかりのどけき

春の日にしづ心 なく花の散るらむ」 と詠み、

春の一 日の情景を訪併とさせる。

21世紀の幕開けの年でもある2001年も 4

分の lが過ぎた。今こそ国民が一 致団結し

て、過疎化する地域の活性化に対処し 、 豊

かな住みよい郷土づ く り に 遁 進 し て 欲 し い

ものである。

イ主 2 全会

所員才
氏完 や

名 6tみ

亨EIQ~ 
亡
日寺
年
歯令

名

、下 今出青柴出長長
須
戒坊海島

香 也J'J 

海浜浜

山 淀

田崎 川

キ
ミ
ヱ

(八
七
)

清

明

(九
O
)

登

(六
七
)

サ
サ
子

(八
八
)

龍

美

(
四
八
)

利

子

(七
五
)

亀

子

(九
五
)

正
(
六
四
)

大 登 後 立 稲浦

塚尾藤脇 田

今
月
号
か
ら
、
表
紙
表
題
を
は
じ
め
、

紙
面

・
文
字
の
サ
イ
ズ
、
紙
質
等
を
リ

ニュ

l
ア
ル
し
て
み
ま
し
た
。
よ
り
読

み
や
す
く
親
し
み
ゃ
す
い
広
報
紙
づ
く

り
の
た
め
、
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
意

見
ご
提
言
を
お
願
い
し
ま
す
。

(や
)

慎 千
二春

人口・世帯数のうごき

2月 末 現 在 育す月との上ヒ11攻

9，752人 8人減

人 口 (男 4，605人) (男 4人減)

女 5，147人 女 4人減

世荷数 3，611世帯 士曽y成なし
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